
製品の高機能化によりソフトウェアが複雑化し，ハードウェア制御

でシステム全体の高速化を図る必要が高まってきています。また，

エンドプロダクトの小型化・軽量化が進み，今まで電子デバイスご

とに特化されていた機能をより汎用的に，より多くの機能を集積す

る要求が多くなっています。

このようなニーズに応え，当社では実装面積の縮小化や基盤ア

ートワークの簡易化，実装部品点数の削減によるコストダウンに寄

与するため，今まで外部に接続されていた各種周辺機能を１つの

パッケージに集積する技術を用いて，各種のマイクロコントローラの

開発を行っています。

今回，蛍光表示管ドライバ制御回路の搭載と，蛍光表示管の

駆動に必要な高耐圧出力を行えることが特長のマイコンを開発しま

した。MB90M405シリーズは，蛍光表示管（VFD：Vacuum

Fluorescent DisplaysまたはFL：FLuorescent displays）を駆

動するためのFL制御回路を搭載しており，制御信号出力端子を

60本（最大）使用することができます。また，LED制御信号出力

端子を17本（最大）使用して，LEDを駆動することもできます。

MB90M405シリーズでは，蛍光表示制御回路/LED表示制御

回路と高耐圧出力端子を別のチップで製造し，パッケージ実装時

にスタック実装する技術（MCP*）を用いています。

MB90M405シリーズには以下のような特長があります。

当社オリジナルの高性能なF2MC-16LX CPUを搭載

最小命令実行時間は62.5ns（内部16MHz動作時）

動作クロックには内部PLLクロックで逓倍したクロックが使用可能

（内部動作周波数を原発振の１～４逓倍まで設定できます）

命令体系：C言語/マルチタスクをサポート

低消費電力モード（４種類）
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新 製 品

概　　要

・スリープモード（CPUクロック停止モード）

・タイムベースタイマモード

（タイムベースタイマ以外を停止するモード）

・ストップモード（原発振停止モード）

・CPU間欠動作モード（設定値に従ってCPU動作クロックの動

作/停止を繰り返すモード）

周辺機能

・IOポート：最大26本

・16ビットリロードタイマ：２チャネル

・UART：２チャネル

・シリアルI/O：２チャネル

・I2Cバスインタフェース：１チャネル

・外部割込み入力：４本，

・8/10ビットA/Dコンバータ：16

・入力・多機能タイマ：

16ビットインプットキャプチャ×２チャネル

16ビットアウトプットコンペア×１チャネル

16ビットフリーランタイマ×１チャネル

・蛍光表示制御回路と高耐圧出力60本

・LED表示制御回路と制御信号出力17本

（蛍光表示制御用高耐圧出力端子と兼用）

MB90M405シリーズ
Vcc-43Vの高耐圧出力端子と蛍光表示管ドライバ制御回路を搭載

し，最大896画素の任意表示を容易に行えるうえ，LED表示ドライ

バ制御も行えます。AV機器などのパネル表示とシステム制御がワン

チップで行えます。

特　　長

写真１　外観

ファミリ蛍光表示管ドライバ制御回路内蔵
16ビットマイクロコントローラ
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・時計タイマクロック出力：１チャネル

＊MCP技術に関しては、技術解説『システム・イン・パッケージ』（９ページ）

でご紹介していますのでご参照ください。

表１にMB90M405シリーズの品種構成を示します。

MB90M405シリーズでは，MASKROM内蔵品，FLASHメモ

リ内蔵品，ツール対応の評価用EVA品を用意しています。PLL

クロック逓倍回路は，安価な低速発振子での高速動作が可能で

す。また，不要輻射ノイズの低減（当社既存品比で10％改善）

を実現しています。

図１にMB90MF408とMB90M407/8の端子配列図（QFP-100）

を示します。

MB90M405シリーズ

品種名 ＭＢ９０ＭＶ４０５ ＭＢ９０ＭＦ４０８ ＭＢ９０Ｍ４０７ ＭＢ９０Ｍ４０８ 

分類 評価用（Ｅｖａｌｕａｔｅ） ＦＬＡＳＨタイプ 量産品（ＭＡＳＫタイプ） 

ＲＯＭ容量 搭載なし 

ＲＡＭ容量 ４Ｋバイト 

ポート 入出力ポート（ＣＭＯＳ）：２６本(最大)

ＣＰＵ機能 

基本命令数 
最小命令実行時間 
アドレッシング種類 
プログラムパッチ機能 

：３５１命令 
：６２．５ｎｓ/４ＭＨｚ（ＰＬＬ４逓倍使用時） 
：２３種類 
：２アドレスポインタ分 

８/１０ビット Ａ/Ｄコンバータ 
入力端子数：１６本 
分解能：８ビット/１０ビット切替え可能。 
変換時間：最小６．７５ｕｓ（内部１６ＭＨｚ動作時） 

外部割込み 
入力端子数：４本（４チャネル独立） 
あらかじめ設定された立上がり/立下がり/Ｈレベル/Ｌレベル入力を検出した場合，ＣＰＵへ割込みを発生させることが可能。 
また，外部からＥＩＩＯＳを起動することが可能。 

動作電源電圧 ３．０Ｖ～３．６Ｖ（高耐圧端子は除く） 

内部動作周波数 １～１６ＭＨｚ（ＰＬＬ回路を使用する場合は、発振周波数３ＭＨｚ以上） 

製造プロセス ＣＭＯＳ 

パッケージ ＰＧＡ-２５６Ｃ-Ａ０１ ＦＰＴ-１００Ｐ-Ｍ０６（０．６５ｍｍ ピンピッチ） 

ＵＡＲＴ 

チャネル数：２チャネル，全二重ダブルバッファ付き。クロック同期/非同期の選択可能。 
クロック同期転送レート：６２．６Ｋｂｐｓ～１Ｍｂｐｓ 
クロック非同期転送レート：１２０２ｂｐｓ～９６１５ｂｐｓ 
双方向シリアル通信機能，マスタ/スレーブ接続，ＬＳＢ/ＭＳＢ転送方向切替え可能。 

Ｉ/Ｏ拡張シリアル 
インタフェース 

データ 
通信 
機能 

チャネル数：２チャネル 
クロック同期転送レート：３１．２５Ｋｂｐｓ～１Ｍｂｐｓ 
ＬＳＢ/ＭＳＢ転送方向切替え可能。 

Ｉ２Ｃ*バス 
インタフェース 

チャネル数：１チャネル 
 ７ビット １００Ｋｂｐｓタイプ。Ｐｈｉｌｉｐｓ社規定準拠。 

１６ビット 
リロードタイマ 

タイマ 
機能 

チャネル数：２チャネル 
カウントクロック周期：０．１２５μｓ/０．５μｓ/２．０μｓ（内部１６ＭＨｚ動作時）から選択可能 
外部イベントクロックによるカウントも可能。 

１６ビット 
フリーランタイマ 

チャネル数：１チャネル 
オーバーフローの発生により割込みを発生させることが可能。 

１６ビット 
アウトプットコンペア 

チャネル数：１チャネル 
フリーランタイマレジスタ値とアウトプットコンペアレジスタ値が一致した場合、割込みを発生させることが可能。 

１６ビット 
インプットキャプチャ 

チャネル数：２チャネル 
あらかじめ設定された入力端子からの立上がり/立下がり/両方向エッジを検出した場合、フリーランタイマレジスタ値をインプットキャプ 
チャレジスタへ保存し、割込みを発生させることが可能。 

ＦＬ-制御回路 

高耐圧出力端子６０本 
●蛍光管自動表示機能とＬＥＤ自動表示機能をサポート 
●蛍光管自動表示機能 
・デジットとして最大３２本、デジットセグメント合わせて最大６０本の自動表示が可能。 
・デジットのディマー制御は７段階の設定が可能（すべてのデジットにディマー設定が可能）。 
・表示用データＲＡＭは３２×６０ビット搭載。 
・表示タイミングを１～３２まで設定可能。 
・任意タイミングのセグメント出力にセグメントディマー（階調表示）設定が可能。 
・セグメント出力は最大５９本の出力が可能。 
●ＬＥＤ自動表示機能 
・ＬＥＤ００端子をコモン出力とし、最大１６本を１/２デューティで出力可能。 
・ＬＥＤ端子はデジット指定をしていない端子に設定が可能。 
●出力端子仕様 
・出力電圧範囲（最小Ｖｃｃ-４３（Ｖ），最大Ｖｃｃ+０．３（Ｖ）） 
・出力駆動電流（-２３ｍＡ:ＦＩＰ００-３３（ＦＬ/ＬＥＤ）/-１２ｍＡ:ＦＩＰ３４-５９（ＦＬ）） 
・プルダウン抵抗値１２０ＫΩ：標準）オプション切替え可能（量産品のみ）　　　 

１２８Ｋバイト ９６Ｋバイト １２８Ｋバイト 

＊（Ｉ２ＣはＰｈｉｌｉｐｓ社の登録商標です） 

表１　品種構成

製品ラインアップ
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蛍光表示管制御回路の特長を説明します。

MB90M405シリーズに搭載されるFL－制御回路は，蛍光管自動

表示機能とLED自動表示機能をサポートしています。また，これらの

制御信号を出力するために，高耐圧出力端子を最大60本搭載して

います。高耐圧出力端子には，プルダウン抵抗を内蔵しています。

大電流出力端子を34本と，中電流出力端子を26本搭載しています。

蛍光管自動表示機能

MB90M405シリーズは，表示用データRAMを32×60ビット搭載

しています。表示タイミングは１～32まで，デジットとセグメント両方

の60ビットに設定することができます。

デジット端子は，FIP00～FIP31端子にて，デジット開始設定を行

った端子からデジット数レジスタで設定した端子までを連続して選択す

ることができます。セグメントは，最大59本の出力制御が可能で，表

示スキャンサイクル（セグメント幅）は４種類設定することができます。

図２にデジットのディマー制御を示します。セグメント出力に対し

てデジット出力の両側のエッジから，T時間を７段階に調整するこ

とができます。この処理は，すべてのデジット出力に対して行うこ

とができます。また，すべてのデジット出力とセグメント出力を反転

させることもできます。

図３セグメントのディマー制御タイミングを示します。デジット出力に

対してセグメント出力の両側エッジからT時間を調整することができ

ます。また，任意タイミングのセグメント出力を階調表示（セグメントデ

ィマー）させることができます。

LED自動表示機能

MB90M405シリーズでは，LED自動表示もFL－制御回路を用

MB90M405シリーズ
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図１　端子配列図

FL－制御回路の特長
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いて行うことができます。LED自動表示に使用できる端子は

LED00～LED16となり，FIP00～FIP16と兼用になります。LED

自動表示を行う際には，デジット指定はできません。

LED自動表示機能を使用する場合は，LED00端子がコモン出

力となり，LED01～LED16の16端子がLEDセグメント出力となりま

す。表示データは，蛍光管自動表示で使用した表示用データ

RAMのFIP00～FIP16に該当するデータを使用しますので，蛍光

管自動表示機能との兼用はできません。

図４にLED自動表示タイミングを示します。

LED00端子が“H”を出力している場合，表示用データRAM

に設定されているT1のタイミングで，LED01～LED16 へ対応する

表示用データRAMに設定されている値をLEDセグメント出力端子

へ出力します。また，LED00端子が“L”を出力している場合，

表示用データRAMに設定されているT2のタイミングで，LED01～

LED16へ対応する表示用データRAMに設定されている値をLED

セグメント出力端子へ出力します。

LED00のコモン出力を外部で反転させることにより，1/2デューティ

のLED出力を行うことができます。LED00とその反転信号により，

LED01～LED16の出力タイミングが図４のようになります。

MB90M405シリーズは，当社統合開発環境SoftuneV3でサポー

トされています。SoftuneV3は，プログラム開発者のさまざまな要求

に応えるべく開発され，使いやすさを追求したソフトウェアです。ハ

ードウェアは，リアルタイムデバッグが可能なF2MCファミリ用エミュレー

タMB2140シリーズに対応しています。

表２に開発ツール構成を示します。

MB90M405シリーズのフラッシュメモリ内蔵マイコン（MB90MF408）

へのプログラム書込みは，シリアル書換えのみの対応となります。

表３にMB90MF408に対応しているシリアルライタを示します。

MB90M405シリーズは，業界最多の蛍光表示管駆動高耐圧出

力端子を最大60本搭載しています。従来は，蛍光表示管駆動用

の専用ICが別に必要でしたが，MB90M405シリーズではワンチッ

プで対応でき，システムの簡略化や小型化，システムパネルの表現

力の向上にも貢献できます。このためMB90M405シリーズは，オー

ディオ機器（家電用・車載用）やビデオデッキなどのAV機器，家

電製品などの蛍光表示パネル制御とシステム制御用のマイコンとし

て最適です。 ■

MB90M405シリーズ

デジット出力 

セグメント出力 

T T T T T T

図２　デジットディマー制御タイミング

デジット出力 

セグメント 
ディマー出力例 
（　 出力区間） 

T T T T

図３　セグメントディマー制御タイミング

LED00 
コモン出力 

デバイス外部での 
反転信号 

LED01～LED16 
LEDセグメント 
出力信号 

T1 T2 T1

図４　LED自動表示制御タイミング

ハードウェア 

ソフトウェア 

メインユニット 
ＭＢ２１４１Ａ 
エミュレーションポッド 
ＭＢ２１４５-５０7
プローブケーブル 
ＭＢ２１３２-４６４ 
Ｓｏｆｔｕｎｅ Ｖ３ ワークベンチ 
Ｓｏｆｔｕｎｅ Ｖ３ Ｃコンパイラ 
Ｓｏｆｔｕｎｅ Ｖ３ アセンブラ 
Ｓｏｆｔｕｎｅ Ｖ３ Ｃアナライザ 
Ｓｏｆｔｕｎｅ Ｖ３ Ｃチェッカ 

表２　開発ツール

シリアルライタ 概　　要 

ＡＦ２２０（株式会社ワイ・ディ・シー製） ハンディタイプの1個書きシリアルライタ 

ＩＴＦ２０００（インターフェイス株式会社製） 最大１０個の同時書き込みが可能なシリアルギャングライタ 

ＰＣシリアルライタ（富士通株式会社製） パソコンからＲＳ２３２Ｃを介してシリアル書込み可能なソフトウェア 

表３　シリアルライタ対応

開発環境

応用分野

技術に関するお問い合わせ先：電子デバイス事業本部　第三システムLSI事業部 アプリケーションエンジニアリング部

TEL（042）532-1397 FAX（042）532-2442

営業に関するお問い合わせ先：最寄りの営業部門（裏表紙をご参照ください）


